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呪
的
デ
キ
ス
ト
と
し

て
の
崇
徳
院
御
本

治
承
元
年
九
月
、
藤
原
教
長
は
守

覚
法
親
王
に

『古
今
集
』
注
釈
を
伝
授
す

る
。
こ
の
時
、
崇
徳
院
御
本
の
復
権

が
重
要
な
契
機
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
前

　エ
　

稿
で
論
じ
て
み
た
。
す
な
わ
ち
、
巷

間
噂
と
な
り
恐
懼
さ
れ
た
崇
徳
院
の
怨
霊

を
鎮
撫
す
る
こ
と
を
暗
黙
の
動
機
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
崇
徳
院
御
本
を
も
と
に

し
た

『古
今
集
』
全
歌
注
釈
を
企
図
し
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
、
注
釈
内
容
ま

で
規
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
、
崇
徳

院
御
本
が
注
釈
内
容
に
与
え
た
影
響

か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
注
釈
を
と
り
あ
げ
る
。

ユ
キ
ノ
キ
三

フ
リ
カ

・
レ
ル
ヲ
ヨ
メ
ル

素
性
法
師

ハ
ル
タ
テ
バ

・
ナ
ト
ヤ
ミ

エ
ン
シ
ラ
ユ
キ
ノ
カ

・
レ
ル
エ
ダ

ニ
ウ
グ
ヒ

ス
ノ
ナ
ク

(六
)

コ
ノ
哥
彼
本

ニ
ハ
、

・
ナ
ト
ヤ
ミ
ラ
ム
ト
ハ
ベ
リ
。

コ
レ
コ
ソ
バ
ジ
メ
ヲ

ハ
リ
カ
ナ
ヒ
テ
キ

コ
ユ
レ
。

ミ

エ
ン
ト
バ
ベ
ル
ハ
、
ウ
グ
ヒ
ス
ノ
コ
・
ロ

ニ
タ
ガ
ヒ
テ
ホ
イ
ナ
ク
コ
ソ
。

『教
長
古
今
集
註
』
の
歌
本
文

(
注
釈
伝
授

の
時

に
使
用
し
て
い
る
本

で
守

覚
法
親
王
所
持
本
か
と
い
う
)
と
、
崇
徳
院
御
本

の
本
文
に
相
違
が
あ
る
場
合

に
、
教
長
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
異
同
を
指
摘
し
な
が
ら
、
崇
徳
院
御
本

の
優

位
性
を
述

べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
同
本
が

「
ハ
ジ
メ
ヲ
ハ
リ
カ
ナ
ヒ

テ
キ
コ
ユ
レ
」
と
い
う
、
詞
つ
か
い
や
文
脈

の
論
理
的
整
合
性
に
適

っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
他
本

(普
通
本
、
流
布
本
)

の

「
ミ
エ
ン
」
で
は

「
ウ
グ
ヒ
ス

ノ
コ

・
ロ
ニ
タ
ガ
ヒ
テ
ホ
イ
ナ
ク

コ
ソ
」
、
擬
人
化
さ
れ
た
鶯

の
心
を
正
確
に

表
現

で
き
て
い
な
い
と
い
う
。

こ
の
歌
の
ほ
か
に
も
、
同
じ
よ
う
に

『教
長
古
今
集
註
』
歌
本
文
と
崇
徳
院

御
本
本
文
と
の
相
違
が
あ
る
歌
が
見
ら
れ
る
が
、
「
カ
ケ
ア
ヒ
テ
、
オ
ボ

ツ
カ

ナ
キ

コ
ト
モ
キ
コ
エ
ズ
」

(三
)
、
「今
少
シ
カ
ケ
ア
ヒ
テ
キ

コ
ユ
レ
」
(五
五
)
、

「
コ
レ
ニ
テ

ハ
、
カ
ケ
ァ
ハ
ズ
ゾ
キ

コ
ユ
ル
」
(五
二
四
)
な
ど
、
論
理
的
整
合

性
と
い
う
同
様
の
理
由

で
崇
徳
院
御
本

の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

教
長
は
、
「
ハ
ジ
メ
ヲ
ハ
リ
カ
ナ
ヒ
テ
キ

コ
ユ
レ
」
と
い
う
文
脈
上

の
論
理

的
整
合
性
が
、
理
想
的
な
歌

の

一
規
範

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
ら
し
く
、
「
ハ

ル
ヲ
ハ
、
キ
ノ
メ

ハ
ル
コ
ト
ナ
ル
ヲ
、
キ
ノ
メ
ト
モ
ハ
ル
ノ
ト

・
リ
テ
、

ユ
キ

ノ
フ
ル
ヲ
、

ハ
ナ
ト
ミ
テ
、

ハ
ナ

丶
キ
サ
ト
ナ
レ
ド
、

ハ
ナ
ノ
チ
ル
ト
ヨ
メ
ル
、

ハ
ジ
メ
ヲ
ハ
リ
、
カ
ケ
ア

ヘ
リ
。
ウ
タ
ノ
本
ト
イ

フ
ベ
シ
。
」

(九
)
と
、
「
ハ

ジ
メ
ヲ
ハ
リ
、
カ
ケ
ア
ヘ
リ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
の
九
番
歌
は

「
ウ
タ
ノ
本
」

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
規
範
意
識

の
意
味
は
こ
こ
で
は
ふ
れ
ず
、
教
長

が
歌
の
規
範
と
考
え
る
特
質
に
崇
徳
院
御
本
本
文
の
歌
が
適
合
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
同
本
の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
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て
お

き

た

い

。

と

こ

ろ

が
、

顕

昭

は

、

教

長

の
注

釈

と

崇

徳

院

御

本

本

文

と

の
矛

盾

を

次

の

よ

う

に
指

摘

す

る

の

で
あ

る
。

我

宿

ノ

ハ
ナ

フ
ミ

シ
ダ

ク

ト

リ

ウ

タ

ン

ノ

ハ
ナ
ゲ

ナ

ル

ヲ

コ

丶

ニ
シ

モ

ク

ル

(
四

四

二

)

フ
ミ

シ
ダ

ク

ト

ハ
、

フ
ミ

フ

ス

ル
心

ナ

リ
。

後

拾

遺

ニ
モ
、

ナ

ツ
カ

リ

ノ

タ

マ

エ
ノ

ア

シ

ヲ

フ
ミ

シ
ダ

キ

ム

レ
ヰ

ル

ト

リ

ノ

タ

ツ

、

ソ

ラ
ゾ

ナ
キ

ト

ヨ
メ

リ
。

此

古

今

ノ
歌

、

第

四

句

普

通

ニ

ハ
野

ハ
ナ
ケ

レ

バ

ヤ

ト

ア

リ

。

ノ

ハ
ナ

ケ

レ

バ

ヤ
、

ワ
ガ

ヤ

ド

ノ

ハ
ナ

ヲ
シ

モ
ト

リ

ノ

フ

ミ

シ
ダ

ク

ラ

ム

ト

ヨ
メ

ル

ト
、

コ

・
ロ

エ

ラ

レ
タ

リ

。

此

証

本

ノ
、

野

ハ
ナ
ゲ

ナ

ル

ヲ

ト

イ

ヒ

テ

ハ
、

ス

コ
シ
心

ユ
カ

ズ

。

教

長

卿

ノ
注

モ
、

ナ
ゲ

ナ

ル

ヲ
ト

バ
カ

キ

ナ
ガ

ラ
、

釈

ハ
ノ

ハ
ナ

ケ

レ
バ

ヤ

ト

イ

フ

コ
ト

バ

ノ
定

ナ

リ
。

其

釈

ヲ
、

ノ

ニ

モ

ハ
ナ

ハ
ア

ル

ラ

ム
、

ナ

ド

コ
ノ

ワ
ガ

ヤ

ド

ノ

ハ
ナ

ヲ
、

ト

リ

ノ
キ

テ

フ
ミ

チ

ラ

ス
ゾ

ト

ト

ガ

ム

ル

ナ
リ

。

顕

昭

案

云
、

ワ
ガ

ヤ

ド

ニ

ハ
野

モ

ナ
キ

ヲ
、

コ

・

ニ
シ

モ

ハ
ナ

ニ
カ

ク

ル

ト

ヨ
メ

ル

也

。

春

ノ
歌

二
、

ク

レ

ナ

バ

ナ

ゲ

ノ

ハ
ナ

ノ

カ
ゲ

カ

ハ
ト

ヨ

ム

モ
、

ナ

ゲ

ト

ハ
ナ

シ

ト

云
詞

也

。

(
『
顕

昭

古

今

集

注

』
)

教

長

は
崇

徳

院

御

本

の

「
野

ハ
ナ
ゲ

ナ

ル

ヲ
」

と

い
う

本

文

を

優

位

で
あ

る

と

主

張

し

な

が

ら

、

解

釈

に

お

い

て
は

「
野

ハ
ナ

ケ

レ

バ

ヤ
」

と

い

う
普

通

本

の
本

文

に
依

拠

し

て
解

釈

し

て

い

る

と
、

顕

昭

は
鋭

く

指

摘

し

て

い

る
。

同

様

な

、

教

長

の
注

釈

に

お

け

る

矛

盾

、

と

い

う

よ

り

粗

忽

な

注

釈

態

度

は

、

他

に

一
〇

一
番

歌

注

に

お

い

て
も

同

じ

よ

う

に
顕

昭

に
よ

っ
て
見

逃

す

こ
と

な

く

暴

き

出

さ

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

興

味

深

い

こ

と

に
、

続

け

て
顕

昭

は

「
顕

昭

案

云

」

以

下

で
、

崇

徳

院

御

本

本

文

に
即

し

た
新

解

釈

を

試

み

て

い

る

の

で
あ

る

。

教

長

の
過

誤

を
弥

縫

し

て
彼

の
名

誉

を

回

復

し

よ

う

と

し

た

わ

け

で

は
も

ち

ろ

ん

、

な

い
だ

ろ

う
。

顕

昭

は
、

教

長

の
よ

う

な

矛

盾

を

犯

す

こ
と

な

く

、

崇

徳

院
御
本
本
文
を
何
と
か
合
理
化
し
よ
う
と
し
て
無
理
を
承
知
で
苦
し
い
新
案
を

提
示
し
た
。
顕
昭
本
来

の
自
説
は
前
半
部
に
既
に
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
あ

る
意
味

で
、
注
釈
内
容
の
歪
曲

で
あ
る
。
顕
昭
も
、
崇
徳
院
御
本
の
証
本
性
を

受
け
入
れ
、
同
本

の
正
統
性
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

教
長
が
犯
し
た
矛
盾
は
、
杜
撰
な
注
釈
態
度
を
は
か
ら
ず
も
露
呈
し
て
し
ま

っ

た
が
、
そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
守
覚
法
親
王

へ
の
教
長
の
古
今
集
注
釈
伝
授
の

場

に
お
い
て
は
ど
の

『古
今
集
』
本
文
が
使
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
再

　　
　

び
水
面

に
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
崇
徳
院
御
本

の
ほ
か
に
守
覚
法
親
王
所

持
本
、
ま
た

『
教
長
古
今
集
註
』
本
文
の
本
㍉
以
上
最
大

三
本
が
想
定
さ
れ

(た
だ
し
後
二
者
は
同

一
か
)、

こ
の
こ
と
は
、
教
長
の
杜
撰

の
み
に
起
因
す
る

の
で
は
な
く
、
当
時
の

『
古
今
集
』
本
文
の
錯
綜
状
況
が
同
注
釈
の
場
に
象
徴

的
な
形
で
持
ち
込
ま
れ
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

教
長
は
、
崇
徳
院
御
本

の
絶
対
的
優
位
を
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
い
え
ば
、

自
身

の
考
え
る
和
歌
規
範

に
適
合
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ

っ
て
、
自
身

の

注
釈
の
矛
盾

に
も
気
が

つ
く
こ
と
は
な
く
、
崇
徳
院
御
本
に
対
し
て
は
盲
目
的

で
さ
え
あ
る
と
い
え
よ
う
。
崇
徳
院
近
臣
の
教
長

で
あ
り
、
注
釈
伝
授
の
相
手

が
、
院
の
甥

で
、
院
に
ゆ
か
り
の
深

い
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
で
あ

っ
て
、
そ

も
そ
も
こ
の
注
釈
伝
授
を
開
始
し
た
動
機
を
考
え
て
み
れ
ば
、
教
長
の
態
度
は

当
然

の
も
の
と
は
い
え
る
。
顕
昭
は
、
教
長
ほ
ど
同
本
を
絶
対
視
し
て
は
い
な

い
が
、
と
は
い
え
、
同
本
を
合
理
化
す
る
無
理
な
解
釈
を
あ
え
て
提
示
し
、
崇

徳
院
御
本

の
正
統
性
、
証
本
性
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
顕
昭
の
場
合
は
、

同
本
に
よ

っ
て
注
釈
内
容
を
歪
曲
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
教
長
も
顕
昭
も
、
崇
徳

院
御
本
を
不
可
侵

の
も
の
と
見
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
注
釈
が
規
制
さ
れ
て
い

る
。
前
稿
で
、
同
本
を

「呪
的
テ
キ
ス
ト
」
と
私
に
呼
ん
だ
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

も
「っ
と
も
、
崇
徳
院
御
本

に
よ

っ
て
注
釈
内
容
が
歪
曲
さ
せ
ら
れ
た
明
ら
か
な

例
は
、
両
注
と
も
多
く
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
教
長

の
注
釈
伝
授
の

場
に
お
い
て
は
、
『
古
今
集
』
の

一
証
本
に
冠
せ
ら
れ
た

「崇
徳
院
」
と

い
う

(2)
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凶
々
し
い
名
か
ら
放
た
れ
た
眼
差
し
を
常
に
意
識
し
、
そ
の
意
識
が
注
釈
内
容

を
も
暗
然
と
し
て
形
で
規
定
し
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上

の
よ
う
な

『
教
長
古
今
集
註
』
の
隠
然
た
る
性
格
を
、
場
の
問
題
と
絡

め
、
『教
長
古
今
集
註
』
の
特
質
に

つ
い
て
考
察
す
る
起
点
と
し
て
、
始
め
に

確
認
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

二

教
長
の
学
問
形
成

教
長
は
、
・守
覚
法
親
王
に

『古
今
集
』
注
釈
を
伝
授
す
る
に
際
し
、
次
の
よ

う
な
感
慨
を
残
し
て
い
る
。

讃
岐
院
当
帝
之
昔
、
法
性
寺
入
道
以
下
、
公
卿
侍
臣
男
女
之
歌
仙
、
各
演

其
秘
説
。
観
蓮

一
度
無
漏
其
座
。
兼
又
往
年
、
謁
俊
頼
基
俊
、
談
宗
延
勝

超
、
探
和
歌
之
旨
趣
。
而
其
議

不
廃
忘
、
今
遇
此
道
之
中
興
。
於
大
王
御

前
、
写
斯
如
瓶
水
。
観
蓮
空
納
胸
中
之
蓄
懐
、
已
臨
老
後
、
悉
散
之
。
且

述
鬱
憤
、
且
蕩
堅
執
。
豈
非
菩
提
之
要
路
乎
。
幸
甚

々
々
。

(『
諸
雑
記
』
所
引
教
長
本
奥
書
)

崇
徳
天
皇
の
在
位
中
、
天
皇
主
宰

の
古
今
集
注
釈
の

「秘
説
」
を
披
瀝
し
合

う
会
が
し
ば
し
ば
催
さ
れ
た
と
い
う
。
教
長
は
、
「観
蓮

一
度
無
漏
其
座
」
と

い
う
熱
心
な
研
究
態
度

で
そ
の
場
に
臨
ん
だ
と
自
負
す
る
が
、
そ
の
時
の
師
友

ど
し
て
名
を
あ
げ

て
い
る
の
は
、
法
性
寺
忠
通
以
下
の

「公
卿
侍
臣
男
女
之
歌

仙
」
で
あ
る
。
忠
通
は
教
長
の
書
の
師

で
あ
り
、
崇
徳
天
皇
内
裏

の
歌
会
で
も

同
席
し
て
い
た
。
ま
た
、

こ
れ
と
は
別
に
、
俊
頼
、
基
俊
や
、
宗
延
、
勝
超
に

も
会
い
、
「和
歌
之
旨
趣
」
を
求
あ
え
た
と
い
う
。
俊
頼
卒
時

に
は
教
長
は
二

十

一
歳
で
あ
り
、
ど
の
程
度

の
交
流
が
あ

っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
「
謁
」

　ヨ
　

し
て
い
た
可
能
性
は
な
し
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
教
長
は
諸
氏

の
学
説
を

吸
収
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
自
身

の
歌
学
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
教
長

の
古
今
集
注
釈
は
、

一
定

の
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
説
を
継
承
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
多
数
の
歌
学
者

の
説
を
多
様

に
取
り
込
ん
で
形
づ
く

っ
た
も
の
で
あ
る

と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

教
長
と
崇
徳
院
と

の
学
問
上
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
院
の
遺
児
元
性
法
印
が
、

『
古
今
集
』
注
釈
を
教
長
か
ら
伝
授
さ
れ
る
に
際
し

て
、
次
の
よ
う
な
、
教
長

の
人
物
評
を
残
し
て
い
る
。

同

(治
承
)
二
年
正
月
十
三
日
、
於
同
庵
室
、
重
受
入
道
相
公
了
、
去
安

元
二
年
四
月
、
雖
伝
受
、
古
歌
之
為
体
、
輒
難
練
習
、
仍
度
々
遇
此
禅
門
、

伝
其
秘
、
年
来
蒙
故
院
御
諷
諌
、
異
余
人
説
而
已
。

(『源
承
和
歌
口
伝
』
所
引
教
長
訓
点
本
奥
書
)

元
性

に
よ
れ
ば
、
教
長
は
、
「年
来
蒙
故
院
御
諷
諌
」
と
伝
え
ら
れ
る
人
物

で
あ

っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
教
長
の
意
図
的
な
自
己
宣
伝
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
、
崇
徳
天
皇
か
ら
歌
学
上

の

「
御

諷
諌
」

(古
今
集
注
釈
に
関
す
る
こ
と
か
)
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
事

実
、
『
教
長
古
今
集
註
』
に
は
、

一
箇
所
だ
け
だ
が
、
「
コ
レ
ヲ
ヨ
シ
ト
コ
ソ
讃

岐
院

ヲ
ホ
セ
ラ
レ
シ
カ
」
(三
番
歌
注
)
と
、
崇
徳
院
の
発
言
の
引
用
が
あ
る
。

ま
た
、
教
長
撰

の
私
撰
集

『拾
遺
古
今
』

(散
佚
)

に
つ
い
て
崇
徳
天
皇

の

批
判
に
教
長
が
答
え
た
こ
と
が
、

拾
遺
古
今
問
答

一巻
崇
徳
院
御
難
教
長
卿
答

　る
　

と
、
『古
蹟
歌
書
目
録
』
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
『拾
遺
古
今
』

に
つ
い
て
崇
徳
天
皇
が

「御
難
」
を
表
明
し
教
長
が

「答
」
え
て
弁
明
し
た
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
「御
諷
諌
」
と
い
い

「御
難
」
と

い
い
、
内
容
は
わ
か

ら
な
い
し
、
若
き
崇
徳
天
皇
に
ど
の
程
度

の
歌
学
的
蓄
積
や
和
歌
評
論
の
見
識

が
あ

っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
も
崇
徳
天
皇
と
も
歌
学
上
の
論
議

が
あ
り
、
そ
れ
が

『
拾
遺
古
今
問
答
』
な
る

一
書
に
ま
と
あ
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
Q

そ
の

『拾
遺
古
今
』
の
編
集
に
、
清
輔
が
熱
心
に
助
力
し
た
こ
と
を
、
か
の

俊
成
が
記
録
し
て
い
る
。
「其
の
時
清
輔
、
彼
に

つ
き
た
る
も
の
に
て
、
か
た

は
ら
に
候
ひ
て
も
ろ
と
も
に
仕
り
て
候
ひ
し
、
見
苦
し
き
こ
と
ど
も
候
ひ
き
」

(3)
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(
『
正
治
奏
状
』)
と
清
輔
は

つ
き
き
り
で
援
助
し
た
と
い
い
、
俊
成
は
、
「見

苦
し
」
い
こ
と
と
評
し
て
い
る
。
正
治

の
切
迫
し
た
時
点

で
の
俊
成

の
嫌
悪
感

は
と
も
か
く
と
し
て
、
教
長
は
、
清
輔
と
は
歌
会
に
同
席
す
る
な
ど
親
し
か

っ

た
ら
し
く
、
当
代
の
碩
学
か
ら
も
歌
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

教
長
は
、
自
身
で
記
し
て
い
る
、
忠
通
以
下

の

「
公
卿
侍
臣
男
女
之
歌
仙
」

や
俊
頼
、
基
俊
、
宗
延
、
勝
超
ば
か
り
で
な
く
、
崇
徳
院
、
清
輔
ら
か
ら
も
歌

学
を
学
び
、
貪
欲
に
吸
収
し
て
い
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
派
の
区
々
た
る
学
説

に
対
峙
し
、
諸
説
を
雑
多
に
消
化
し

て
、
自
身
の
歌
学
を
形
成
し
て
い

っ
た
と

い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
真

に
な
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
『
教
長
古
今

集
註
』
の
顕
著
な
特
徴
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三

『教
長
古
今
集
註
』
と
先
行
歌
学
書

し
か
し
、
教
長
は
、
諸
先
学
の
名

や
先
行
歌
学
書
名
を
明
記
す
る
形
で
は
ほ

と
ん
ど
引
用
し

て
い
な
い
。
多
く
の
先
学
か
ら
学
ん
で
自
説
を
形
成
し
て
い

っ

た
様
相
を
個
々
の
歌

に
即
し
て
跡
づ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

清
輔
説
を
修
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
序
注
の
六
義
注
釈

の

一
節
に
、

コ
必
ウ
タ
ノ
コ
ト
、
清
輔
朝
臣

ノ
奥
義
抄

ニ
ク

ハ
シ
ク
シ
ル
セ
リ
。
カ
サ

ネ
テ
ノ
ブ
ベ
キ

ニ
ア
ラ
ズ
。

と
清
輔

の

『
奥
義
抄
』
に
言
及
す
る
。
ま
た
、
「故
人
云
」
と
し
て
、

故
人
云
。

ツ
ラ
ユ
キ
仮
名
ノ
序

ヲ
カ
キ
テ
、
キ
ノ
ヨ
シ
モ
チ
ニ
淑
望
二、
真

名
序

ヲ
ア
ト
ラ
エ
ケ
ル
ヲ
、
父

ノ
納
言
長
谷
雄
ワ
レ
カ

・
ム
ト
テ
、
カ
ケ
ル

ト
イ

ヘ
リ
。
敦
光
朝
臣
モ
無
疑
紀
納
言
ノ
筆
ナ
リ
ト
、
讃
岐
院

二
申

ハ
ベ

リ
キ
。
和
哥
序

ノ
秀
逸
云
々
。
和
語
ナ

レ
バ
以
仮
名
序

ヲ
基

ト
シ
カ
ケ
ル

ナ
ル
ベ
シ
。

と
、
紀
長
谷
男
が

『古
今
集
』
真
名
序

の
筆
者

で
あ
る
と
い
う
説
を
引
い
て
い

る
。

こ
れ
は

『袋
草
紙
』
に
の
み
見
ら
れ
る
伝
承
で
、
顕
昭
は
否
定
し
て
い
る

(『万
葉
集
時
代
難
事
』
)。

こ
の

「故
人
」
と
は
清
輔
の
こ
と
を
指
す
の
か
も
し

れ
ず
、
清
輔
は
、
治
承
元
年
の
注
釈
伝
授
の
三
か
月
前

に
卒
し
て
お
り
、
可
能

性
は
高
い
。
『
教
長
古
今
集
註
』
の
注
釈
説
は
、
俊
頼
ら
の
所
説
は
と
も
か
く
、

清
輔
説
は
何
ら
か
受
容
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

試
み
に
、
教
長
自
身
も
学
ん
だ
と

い
う
清
輔

の
古
今
集
注
釈

(『奥
義
抄
』

所
収
)
と
比
較
対
照
し
て
み
る
。
現
存

『教
長
註
』
で
ば
、
二
百
十
余
首

(現

存
す
る
巻
十
七
の
途
中
ま
で
)

に
注
釈
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
『
奥

義
抄
』
と
も
重
複
し
て
い
る
の
は
十
四
首

で
あ
る
。
そ
の
十
四
首

の
注
釈
内
容

を
検
討
し
て
み
る
と

『奥
義
抄
』
と
類
似
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

「
カ
サ
ネ
テ
ノ
ブ
ベ
キ

ニ
ア
ラ
ズ
」
な
ど
と
敬
意
を
表
し
、
清
輔
説
を
受
容
し

て
い
る
の
は
ほ
ぼ
確
実
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
歌
注
の
具
体
的
な
文
脈
に
は
、

そ
の
受
容

の
様
相
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
意
外
な
こ
と
で
は

な
か
ろ
う
か
。

両
者
注
釈
を
加
え
て
い
る
歌
の
う
ち
、
た
と
え
ば
、
「
五
月
ま

つ
山
ほ
と
と

ぎ
す
う
ち
は
ぶ
き
今
も
鳴
か
な
む
こ
ぞ
の
ふ
る
声
」
(
=
二
七
)
に

つ
い
て
、

(『教
長
註
』
)

(『奥
義
抄
』
)

ウ
チ
ハ
ブ
キ
ト
イ

フ
ハ
、
ウ
チ
マ
カ

打
は
ぶ
き
と
は
う
ち
は
ぶ
り
と
云

セ
テ
ト
イ
フ
コ
ト
ナ
リ
。
ホ
ト

・
ギ

ふ
也
。
は
ぶ
る
と
は
羽
を
た

丶
く

ス
ハ
サ
ッ
キ

ニ
ナ
ク
ヲ
、
ア
ダ

シ
ク

な
り
。
鳥
は
な
く
時
は
何
れ
の
鳥

ト
モ
コ
ゾ
ノ
ヤ
ウ

ニ
ウ
チ
ハ
ヘ
テ
ナ

も
ひ
る
は
羽
を
打

て
な
く
也
。
万

ケ
、
ト
イ
ブ
カ
リ
ヲ
モ
エ
ル
心
ナ
ル

葉

に
も
打
は
ぶ
り
鳥
は
鳴
け
ど
も

ベ
シ
。

な
ど
よ
め
り
。

と
い
う
注
釈
が
あ
る
。
「
う
ち
は
ぶ
き
」
の
語

に
つ
い
て
、
教
長
は

「
ウ
チ

マ

カ
セ
テ
」
と
解
す
る
の
に
対
し
、
清
輔
は

「
う
ち
は
ぶ
り
」
す
な
わ
ち

「
羽
を

た

丶
く
」
意
と
解
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
顕
昭
は
、
「
オ
ノ
ガ

ハ
ブ
キ
ト

ハ
鶯

ノ
者
羽
ッ
風
ト
云
也
。
夏
ノ
歌

二
、
ヤ

マ
ホ
ト

・
ギ

ス
ウ
チ

ハ
ブ
キ
ト
ヨ
メ
ル
、

同
心
也
」
(
『顕
昭
古
今
集
注
』

一
〇
九
番
歌
注
)
と
述

べ
、
も
ち
ろ
ん
清
輔

と
同
じ
で
あ
る
。
現
代
の
注
釈
学

の
成
果
か
ら
い
え
ば
清
輔
説
の
ほ
う
が
正
し

(4)
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い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
う
ち
は
ぶ
き
」
語
釈
に
続
け
て
の
解
釈
も
、
教
長

の
注
釈
は

「イ
ブ
カ
リ
ヲ
モ
エ
ル
心
」
を
読
み
取

っ
て
い
て
、
願
望

の
心
を
読

む
、
お
そ
ら
く
通
説
と
は
異
な
る
、
特
殊
な
解
釈
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
極
端
な
著
名
な
例

で
は
、
「
や
よ
や
ま

て
山
ほ
と
と
ぎ
す
こ
と
つ

て
む
わ
れ
世

の
中
に
住
み
わ
び
ぬ
と
よ
」
(
一
五
二
)
に
対
し
て
、

(『
教

長

註

』
)

ヤ

ヨ
ヤ

ハ
、

八

夜

ナ

リ
。

フ
ル

ク

ハ
、

ピ

サ

シ
キ

コ
ト

ニ
、

七

日
、

七

夜

ト

イ

フ

ヲ
、

セ

メ

テ

ヨ

ノ
中

ニ
ス

ミ

ワ

ビ

ヌ
、

コ
レ

ニ
モ

ス
ギ

テ
八

夜

ト

ヨ

メ

リ
。

コ
下
ヅ

テ

ム

ハ
、

コ
ト
ヅ

ケ

ム

ト

ナ

リ
。

ホ

ト

・
ギ

ス

ハ
シ

デ

ノ

ヤ

マ

ノ
ト

リ

ト

イ

ヘ
バ
、

カ

シ

コ

ニ

ア
ラ

ン

テ

丶
ハ

・
ナ

ド

ニ
カ

ク
イ

へ
、

ナ

ド

ヨ

メ

ル

ベ

シ
。

イ

ト

ぐ
心

ホ

ソ

ク

ア

ハ

レ
ナ

ル

ウ

タ

ナ

リ
。

(『
奥
義
抄
』)

や
よ
や
と
は
し
で
の
山
ぞ
な
ど
釈

し
た
る
人
も
は

べ
れ
ど
、
げ
に

と
も
き
こ
え
ず
。
や
よ
や
と
は
、

や
し
ば
し
ま
て
と
い
ふ
心
也
。
山

よ
り
く
る
鳥
な
れ
ば
、
う
き
世
の

中
に
住
み
わ
び
ぬ
、
山

へ
い
り
な

む
な
ど
こ
と
づ
け
む
と
い
ふ
心
に

こ
そ
。

問
日
、

ほ
と
と
ぎ
す
は
し
で
の
山

を
す
ぐ
る
鳥
な
れ
ば
、
人
な
ど
に

お
く
れ
て
世
の
中
な
げ
か
し
く
思

ひ
け
る
時
よ
あ
る
歌
に
や
。
わ
れ

世
の
中

に
す
み
わ
び
ぬ
に
に
た
り

と
い
へ
よ
と
よ
め
る
に
こ
そ
。
集

に
も
、な
き
人

の
な
ど
に
か
よ
は
ば

ほ
と
と
ぎ
す
か
け
て
ね
に
の

み
な
く
と

つ
げ
な
む

な
ど
は
べ
り
。
又
、

し
で
の
山

こ
え
て
き

つ
ら
む

ほ
と

丶
ぎ
す
恋
し
き
人

の
う

へ
か
た
ら
な
む

な
ど
も
よ
み
た
り
。
万
葉
に
は
、

や
ま
と
に
は
な
き
て
き

つ
ら

む
ほ
と

丶
ぎ
す
な
が
な
く
ご

と
に
人
ぞ
お
も
ほ
ゆ

か
や
う
に
よ
め
る
心
に
や
。

答
云
、
是
義
も
故
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
。
題
し
ら
ぬ
歌
に
て
侍
る
ぞ

あ
や
し
き
。
但
、
古
集
と
も
に
は

故
あ
る
歌
も

こ
と
は
か
ら
ぬ
多
か

り
。

と
い
う
注
を
そ
れ
ぞ
れ
施
し
て
い
る
。
教
長

の
よ
う
に

「
や
よ
や
」
を

「八
夜
」

の
字
を
宛
て
て
解
す
る
の
は
、
他
の
注
釈
に
は
な
い
、
き
わ
め
て
特
異
な
解
釈

で
あ
る
。
顕
昭
も

「八
夜

マ
デ
コ
ト
ヅ
テ
ム
ト
云

コ
ト

ハ
、
ゲ

ニ
モ
ト
、
キ
コ

エ
ズ
。
又
八
夜

ヲ
バ
、
ヤ
ヨ
ト
コ
ソ
イ

ハ
メ
、
ヤ
ヨ
マ
デ

ニ
ト
ハ
イ
ハ
ズ
シ
テ
、

ヤ
ヨ
ヤ
ト
イ
ヘ
ル
後
ノ
ヤ
文
字
、

コ
・
ロ
エ
ラ
レ
ズ

ハ
ベ
リ
。
又
此
歌
在
猿
丸

集
。
其
詞
云
、

ア
ダ
ナ
リ
ケ
ル
女

二
、

モ
ノ
ヲ
イ
ヒ
ソ
メ
テ
、

タ
ノ
モ
シ
ゲ
ナ

キ

コ
ト
ヲ
イ
フ
ホ
ド

ニ
、
ホ
ト

・
ギ

ス
ノ
ナ
キ
ケ
レ
バ
ト
ア
リ
。
此
詞

ニ
ツ
ケ

テ
モ
、
八
夜
ト
イ
ヒ
テ
バ
カ
ナ
ハ
ズ
」
(
『顕
昭
古
今
集
注
』)
と
証
歌
ま
で
引

い
て
強
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
「
八
夜
」
説
に
基
づ
い
て
歌

に
詠
み
込
ま
れ
た

例
も
な
く
、
教
長

の
こ
の
説
の
典
拠
は
不
明
で
、
お
そ
ら
く
教
長
が
、
漢
字
を

宛

て
る
こ
と
で
思

い
つ
い
た
、
独
自
の
奇
説
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
歌
語
の
本
説
が

「語

の
音
や
表
記
か
ら
の
自
由

な
連
想
」

に
よ

っ
て

「自
由
大
胆

に
」
創
造

・
改
変
さ
れ
て
ゆ
く
道
す
じ
は
、
『俊
頼
髄
脳
』
な
ど
に

　
ヨ
　

よ

っ
て
既
に
闡
明
さ
れ
て
い
る
が
、
教
長

の
注
釈
伝
授
に
お
い
て
も
確
認
で
き
、

こ
の

「
八
夜
」
説
は
そ
の
典
型
的
な
例
と
い
え
よ
う
。

教
長
は
、
清
輔
説
を
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

(5)
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の
歌

の
注
釈
に
お
い
て
、
奇
矯
な

「八
夜
」
説
を
提
示
し
た
の
は
、
教
長
は
、

清
輔
説
を
強
く
意
識
し
、
対
抗
し
よ
う
と
し

て
、
あ
え
て
異
説
を
提
示
し
よ
う

と
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
通
説
と
は
大

い
に
異
な
る
説
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
自
身
の
注
釈

の
独
自
の
価
値
と
自
身

の
歌
学
者
と
し
て
の
存

在
感
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
本
説
が
捏
造
さ
れ
る
ひ
と

つ
の
機
制

で
は
あ
る
。

た
だ
し
、
教
長
注
釈
の
場
合
は
、

こ
の
よ
う
な
本
説
捏
造
の
事
例
は
多
く
は

な
い
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
い
わ
ゆ
る

「歌
学
的
歌
語
り
」

へ
と
自
在
に
展
開
し

て
は
ゆ
か
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
恣
意
的
な
本
説
の
創
造

・
改
変
に
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
抑
制
的
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

教
長
が
清
輔
説
を
意
識
し
て
い
た

こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
、
両
者
の
説
が
近

似
し
て
い
る
注
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
異
説
を
提
出
し
え
な
、
よ
う
な
語

義
解
釈
で
、
言
い
ま
わ
し
を
変
え
、
独
自
色
を
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
か
き
く
ら
し

(か
き
く
づ
し
口
教
長
注
本
)
こ
と
は
ふ
ら
な
む
春
雨
に
ぬ

れ
衣

き

せ

て
君

を

と

ど

め

む

」

(
四

〇

二

)

(
『
教

長

註

』
)

カ

キ

ク
ヅ

シ

バ
、

イ

タ

ク

フ

レ
ト

ヨ

メ

ル

ナ
リ

。

モ

ノ
イ

タ

ク
イ

フ
人

ヲ

バ

カ

キ

ク
ヅ

シ

イ

フ
ナ

ド
イ

ヘ
リ
。

ヌ

レ
ギ

ヌ
キ

セ

ト

ハ
、

ソ

ラ
ゴ

ト

ヲ

イ

フ
。

キ

ミ

ヲ

ト

寸

メ

ン

ト

シ

テ
、

ア
メ

ノ

フ

ル

ニ
、

ナ

カ

ヘ
リ

ソ

ナ

ド

イ

フ

ハ
、

モ
ト

ノ

コ
ト

ニ
ハ
ア

ラ
デ
、

ア

メ

ヲ
カ

コ
チ

テ

ト

ぐ

ム
。

マ

コ
ト

ニ

ハ
シ

バ

シ

モ

コ
ノ
人

ヲ
ヤ

ラ
ジ

ト

ナ

リ
。

に
対
し
、

(『
奥
義
抄
』)

是
は
雨
い
た
く
ふ
り
て
と
ゴ
ま
り

な
ば
物

へ
い
き

つ
る
こ
と
は
そ
ら

ご
と
に
な
り
な
む
ず
れ
ば
、
ぬ
れ

衣
き
せ
て
と
は
よ
め
り
。
雨

に
ぬ

れ
ぎ
ぬ
と
も
そ
、へ
た
る
也
。

と
あ
り
、
「
ぬ
れ
衣
き
せ
て
」

の
語
句

の
解
釈
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
ソ
ラ
ゴ
ト
ヲ

イ

フ
」
「
そ
ら
ご
と
に
な
り
な
む
ず
れ
ば
」
と
な

っ
て
い
て
大
き
な
相
違

は
な

い
。
し
か
し
、
『
奥
義
抄
』
が

「
雨
に
ぬ
れ
ぎ
ぬ
と
も
そ
へ
た
る
也
」
と
簡
略

に
結
ぶ
の
に
対
し
、
「
マ
コ
ト

ニ
ハ
シ
バ
シ
モ
コ
ノ
人

ヲ
ヤ
ラ
ジ
ト
ナ
リ
」
と

主
題

に
踏
み
込
ん
で
詳
細

に
論
じ
て
い
る
。
ど
こ
か
で

『奥
義
抄
』
と
は
異
な

る
特
色
を
出
し
て
差
別
化
し
、
自
説
の
権
威
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
こ
と
は
、
対

『
奥
義
抄
』
と
の
関
係
だ
け
で
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
。

清
輔
以
外
の
古
今
集
注
釈

に
対
し
て
も
、
同
様

の
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
通
説
と
さ
れ
て
い
た
説
に
対
し
て
も
、
あ
え
て
異
説
を
も

っ
て
挑
も

う
と
す
る
例
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「春

日
野
は
今

日
は
な
焼
き
そ
若
草
の

つ
ま
も
こ
も
れ
り
わ
れ

も

こ
も
れ
り
」

(
一
七
)

の

「
わ
か
く
さ
」

に
つ
い
て
教
長
は

「
男
モ
女

モ
イ

い
も

フ
」

と

す

る

の

に
対

し

、

俊

頼

は

「
婦

、

わ

か

く

さ

と

い

ふ

」

(
『
俊

頼

髄

脳

』
)

と

女

性

に
限

定

し

、

『
奥

義

抄

』

『
和

歌

童

蒙

抄

』

『
顕

昭

古

今

集

注

』

も

、

女

性

限

定

説

で
あ

る

。

こ
れ

も

、

通

説

に
対

抗

し

て
、

あ

え

て
異

説

を

提

示

し

て

み

せ

た
も

の
と

思

わ

れ

る
。

ま

た
、

も

う

ひ

と

つ
例

を

あ

げ

れ

ば

、

「
こ

ひ

ご

ひ

て

ま

れ

に

ご

よ

ひ
そ

逢

坂

の

ゆ

ふ

つ
け

鳥

は

鳴

か

ず

も

あ

ら

な

む

」

(
六

三

四

)

の

「
ゆ

ふ

つ
け

鳥

」

は

、

難

義

語

の

ひ

と

つ
で
あ

る
が

、

こ

の
語

に

つ
い

て
、

教

長

は

、

ユ

フ

ツ
ケ

ド

リ

ハ
、

ニ

ハ
ト

リ

ナ

リ
。

ヲ

ノ

ナ
ガ

ク

テ

ヒ

ロ
キ

ヲ
、

ユ

フ

シ

デ

ナ

ド

イ

フ

モ
ノ

ツ
ケ

タ

ル

ニ

・
タ

レ

バ
、

ヤ
ガ

テ

ソ

ノ
ナ

ニ
、

ユ

フ

ツ
ケ

ド

リ

ト

イ

ヘ
ル

ナ
リ

。

、

と
鶏

の
尾

に

「
ユ

フ

シ
デ
」

を

付

け

た
姿

「
二

・
タ

レ

バ
」

そ

れ

を

い

う

の
だ

と

、

類

似

性

の

み

を

指

摘

す

る
解

を

提

示

し

て

い

る

。

「
ヲ

ノ
ナ

ガ

ク

テ

ヒ

ロ

キ
」

と

い
う

特

徴

を

持

つ
が
、

鶏

そ

の
も

の

に

す

ぎ

な

い
と

い
う

。

他

の
注

を

あ

げ

て
み

る

と

、

鶏

の
名

な

り

。

鶏

に
木

綿

を

つ
け

て
山

に
放

つ
ま

つ
り

の
あ

る

な

り
。

(
『
俊

頼

髄

脳

』
)

(6)
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鶏

に
木
綿
を

つ
け
て
四
の
関
に
至
り
て
す
る
祭
な
り
。

(『奥
義
抄
』
)

お
ほ
や
け
の
御
は
ら

へ
に
、
鶏

に
木
綿
を

つ
け
て
逢
坂
に
放

つ
な
り
。

(『綺
語
抄
』)

鶏
に
木
綿
を

つ
け
て
い
た
す
は
ら

へ
の
あ
る
に
よ
り
、
ゆ
ふ

つ
け
鳥
と
は

い
ふ
。

(『和
歌
童
蒙
抄
』)

な
ど
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
祭
祀
に
用
い
る
た
め
鶏
に
木
綿
を
付
け
聖
鳥
を
装

っ

た
も
の
と
し
て

「
ゆ
ふ

つ
け
鳥
」
を
説
明
し
て
い
る
。
単
な
る
鶏
な
の
で
は
な

い
。
教
長
の
解
釈
は
、
単
純
化
し

て
か
え

っ
て
底
が
浅
く
な

っ
た
感
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
も
、
他
注
と
は
異
な
る
説
を

あ
え
て
提
示
し

て
特
色
を
出
そ
う
と
し
た

教
長
の
作
為
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

煩
瑣
な
挙
例
を
繰
り
返
し
た
が
、

以
上
の
よ
う
に
、
教
長
の
注
釈
に
は
、
清

輔
は
じ
め
先
行
諸
注
釈
に
対
し
、
そ
れ
ら
を
強
く
意
識
し
、
そ
れ
ら
と
は
相
違

す
る
独
自
の
説
を
提
示
し
よ
う
と
し

て
い
た
注
釈
が
、

い
く

つ
か
あ
る
こ
と
を

見
て
き
た
。
清
輔
か
ら
は
、
所
説
を
教
示
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
む

し
ろ
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
再
び
、

こ
の
古

今
集
注
釈
が
開
始
さ
れ
た
動
機

に
想
到
す
れ
ば
、
確
認
で
き
る
。
教
長
は
、
自

説
の
独
自

の
価
値
を
高
あ
自
身

の
学
識
を
誇
示
す
る
こ
と
に
よ

?
て
、
自
己
宣

伝
と
自
身

の
復
権
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
奇
な
説
を
自
在

に
創
造
し
、
い
わ
ゆ
る

「
ひ
が
ご
と
」
を
捏
造

し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
確
か
に

一
部
の
歌
注
に
お
い
て
行
わ
れ

て
は
い
る
が
、
教

長
は
、
お
お
む
ね
抑
制
的

で
あ
る
こ
と
は
、
再
び
付
言
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ

は
、
む
し
ろ
、
清
輔

の
態
度

の
継
承
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

四

有
職
語
り
へ
の
展
開

『
教
長
古
今
集
註
』
の
特
質
と
し
て
、
宮
廷
の
有
職
故
実
関
係
の
注
が
豊
富

　
　
　

な
こ
と
を
浅
田
徹
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
教
長
は
崇
徳
院
側
近
と
い
う
経
歴
を

生
か
し
、
「
伝
授
に
お
い
て
随
所

で
和
歌
自
体
か
ら
離
れ
、
有
職
語
り
を
持
ち
,

込
も
う
と
し
」
た
が
、
そ
れ
は

「古
今
集
を
古
文
献
と
し
て
歴
史
的
に
位
置
付

け
、
現
在
と
の
差
異
か
ら
教
え
る
べ
き
こ
と
を
創
出
」
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

「
詠
歌
は
故
実

の
実
践
と
し
て
描
き
出
し
」
た
も
の
で
あ
る
と
述

べ
た
。
本
稿

と
は
、
や
や
視
点
を
異
に
す
る
が
、
氏
の
論
に
依
拠
し

つ
つ
、
こ
の
有
職
語
り

に
つ
い
て
も
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

た
と
え
ば
、
「
む
ら
さ
き

の
色
こ
き
と
き
は
め
も
は
る
に
野
な
る
草
木
も
わ

か
れ
ざ
り
け
り
」
(八
六
八
)
に
対
す
る
注
釈
に
、

(『
教

長

註

』
)

コ
ト

バ

ニ
、

メ

ノ

ヲ
ト

ウ

ト

ヲ

モ

テ

ト

カ

ケ

ル

ハ
、

ナ

リ

ヒ

ラ
ガ

メ

ノ

ヲ

ト

ウ

ト

ヲ

メ

ニ

シ
タ

リ

ケ

ル

ヒ

ト

ノ

モ

ト

へ
、

ウ

エ

ノ
キ

ヌ

ツ

カ

ハ
シ

ケ

ル

ナ

リ
。

ウ

タ

ニ
、

ム

ラ

サ

キ

ノ
イ

ロ

コ
キ

ト

キ

ハ
ト

ヨ

メ

ル

ハ
、

四
位

ノ

ウ

ヘ

ノ
キ

ヌ

ハ
、

ム

カ

シ

ム

ラ

サ

キ

ニ

ソ
メ

ケ

リ
。

メ

モ

ハ
ル

ニ
ト

イ

ヘ
ル

ハ
、

ク

サ
キ

ノ

メ
グ

ム

ヲ
イ

フ

ク

サ

キ

ノ

メ
グ

ミ
イ

ヅ

ル

ハ
、

ヨ

ロ

コ
ビ

ニ

ヨ

セ
タ

リ
。

四
位

ナ

ド

ニ
シ

タ

リ

ケ

ル

ヲ
、
カ

ク

ヨ

メ

ル

ナ

ル

ベ

シ
。

(『奥
義
抄
』)

是
は
め
の
は
ら
か
ら
な
り
け
る
女

の
も
と

へ
う

へ
の
き
ぬ
や
る
と
て

よ
め
る
歌
也
。
あ
も
は
る
と
は
、

目
も
遥
に
と
い
へ
る
也
。
女
を
む

ら
さ
き
に
よ
そ
へ
て
、
む
ら
さ
き

の

一
も
と
ゆ
ゑ
に
め
も
は
る
か
に

野
に
見
ゆ
る
草
木

の
い
つ
れ
と
も

な
く
む

つ
ま
し
き
や
う
に
、
こ
の

人
を
思
ふ
心
ふ
か
き
ゆ
ゑ
、
は
る

か
の
や
か
ら
ま
で
思
ひ
す
て
ら
れ

ぬ
と
よ
め
る
也
。

と
い
う
の
が
あ
る
。
両
者
と
も
詞
書
に
い
う
詠
作
事
情
か
ら
説
き
起

こ
し
解
釈

を
進
あ

て
行
く
。
し
か
し
、
歌
中
の

「む
ら
さ
き
」

の
語
の
解
釈

の
と
こ
ろ
で
、

清
輔
は

「
む
ら
さ
き
の
ひ
と
も
と
ゆ
ゑ
に
」

の
歌
を
証
歌
と
し
て
女

の
比
喩
と

解
す
る
、

こ
れ
に
対
し
、
教
長
は

「四
位

ノ
ウ

ヘ
ノ
キ
ヌ
」
の
色

で
あ
る
と
す

る
と

こ
ろ
か
ら
有
職
故
実
に
逸
脱
し
て
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
起

点
と
し
て

一
首

の
解
釈
も
大
き
な
相
違
を
見
せ
て
い
る
。
「む
ら
さ
き
」

の
語

(7)
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『教長古今集註』の注釈史的位置

義
か
ら
、
自
身
の
得
意
と
す
る
有
職
故
実

へ
と
論
を
進
あ

て
み
せ
た
わ
け
で
あ

る
。ほ
か
に
も
、

寛
平
御
時

二
、
ウ

ヘ
ノ
サ
ブ

ラ
ヒ
ニ
ハ
ベ
リ
ケ
ル
ヲ
ノ
コ
ド
モ
、
カ
メ

ヲ
モ
タ
セ
テ
、
キ
サ
イ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ヲ
ホ
ン
カ
タ

ニ
、
ヲ
ホ
ミ
キ
ノ
ヲ
ロ

シ
、
キ

コ
エ
ニ
タ
テ
マ
ツ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ

(八
七
四
)

ヲ
ホ
ミ
キ
ト
ハ
、
サ
ケ
ヲ
イ
フ
。
サ
イ
バ
ラ

ニ
モ
、
ソ
ホ
ミ
キ
マ
イ
レ
、

マ
ユ
ト
ジ
メ
、
ト
ウ
タ
ヘ
リ
。

マ
イ
ラ
セ
ヨ
ト
、
イ
フ
ナ
リ
。

コ
レ
ハ
后

宮

ニ
ハ
、
造
酒
司
日
々
酒

ヲ
マ
イ
ラ
ス
、

ソ
ノ
ヲ
ロ
シ
マ
ウ
シ
ニ
、
殿
上

人
カ
メ
ヲ
、
サ
ケ
イ

レ
ム
タ
メ

ニ
、
タ
テ
マ
ツ
リ
ケ
ル
ヲ
、

マ
ヘ
マ
デ
ト

リ
イ
デ

・
、
蔵
人
ド
モ
ワ
ラ
ピ
ケ
リ
、

ト
イ
ヘ
リ
。
蔵
人

ハ
、
女
蔵
人
ナ

リ
。
ウ
チ

ニ
モ
八
人

ハ
ベ
リ
。
后
宮

ニ
モ
ハ
ベ
ル
也
。

と
い
う
注
が
あ
る
。
『奥
義
抄
』
注

釈
は
省
略
す
る
が
、
同
注
釈
が
、
「た
ま
だ

れ
の
こ
が
め
」
と
い
う
歌

の
語
を
問
題
に
す
る
の
に
対
し
、
教
長
は
、
右
の
よ

う
に
、
詞
書
の
こ
と
ば
を
と
り
あ
げ
、
宮
廷

で
の

「
ヲ
ホ
ミ
キ
」
の
故
実

へ
と

論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
清
輔
の
注
釈

に
触
発
さ
れ
て
の
こ
と
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

清
輔
と
教
長
の
両
者
と
も
加
注
し

て
い
る
注
釈
を
と
り
あ
げ
て
比
較
し
て
し

て
み
た
。
も
ち
ろ
ん
、
教
長
が
、
古

今
集
歌
の
注
釈
に
お
い
て
宮
廷
の
有
職
故

実

へ
と
話
頭
を
展
開
す
る
の
は
、
『
奥
義
抄
』
と
重
複
す
る
注
ば
か
り
で
は
な

い
。
清
輔
説
と
い
う
目
障
り
な
契
機

が
な
く
と
も
、
教
長
は
、
得
意
と
す
る
有

職

へ
と
注
釈
を
展
開
し
て
ゆ
く
場
合

も
多

い
。
こ
れ
も
、
前
節

で
述
べ
た
、
先

行
説
に
対
抗
し
て
異
説
を
提
示
し
て
、
自
身

の
説
の
権
威
化
を
図
る
、
そ
の
た

め
の
作
為
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
、

こ
の
よ
う
な
論
述
展
開
は
、
我
田
引
水
的
な
そ
れ
に
す
ぎ
な
い
と
考
・

え
る
。
有
職
の
語
り
そ
れ
自
体
は
意
義
は
あ
る
と
し
て
も
、
教
長
か
ら
守
覚

へ

の
古
今
集
注
釈
伝
授
は
あ
く
ま
で
も
歌
学
伝
授

の
場

で
あ
り
、
そ
の
枠
外

へ
逸

脱
す
る
注
説
は
、
そ
れ
が
故
実
と
し
て
の
真
実
性
、
重
要
性
を
持

つ
が
ゆ
え
に
、

か
え

っ
て
恣
意
的
な
意
味
し
か
持
た
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

『
教
長
古
今
集
註
』
は
、
自
説
の
価
値
を
高
め
自
身
の
復
権
を
企
図
す
る
と

い
う
へ
き
わ
め

て
世
俗
的

一
面
を
有
し
て
い
る
。
先
行
説

(特

に
清
輔
説
)
に

触
発
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
あ
え
て
異
を
称
え
る
よ
う
な
奇
説
を
提
示
し
、
場
合
に

よ

っ
て
は
、
歌
の
注
釈
か
ら
離
れ
、
自
身
の
得
意
と
す
る
宮
廷
故
実

へ
と
論
旨

を
展
開
す
る
、

一
貫
性

の
欠
く
注
釈
態
度
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
教
長

の
歌
合

　ア
　

判
詞
に
対
し
、
「場
当
た
り
的
」
と
い
う
評
が
あ
る
が
、
古
今
集
注
釈
に
対
し

て
も
当

て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

五

難
義
に
対
す
る
態
度

そ

の
意

味

で
、

教

長

の
難

義

に
対

す

る

態

度

は
興

味

深

い
。

四
七

六

番

歌

詞

書

の

「
左

近

の
馬

場

の

ひ
を

り

の

日
」

は

古

来

有

名

な
難

義

で
あ

る
。

こ

の
語

句

に

つ
い

て
、

教

長

は

、

コ
レ

ツ
ネ

ニ
、

人

ノ
古

今

ノ
難

疑

ナ

ド

マ
ウ

ス
メ

リ
。

シ
カ

レ
ド

モ
、

ヤ

ス

キ

コ
ト
ナ

リ
。

マ

ユ
ミ

ト

テ
、

イ

マ

ニ
コ

ノ

コ
ト

ア
リ
。

五

月

三

日

ヲ
左

近

ノ

ア

ラ
テ

ヅ

カ

ヒ

ト
イ

フ
。

五

日

マ
テ
ヅ

カ

ヒ
、

四

日

は
右

近

乃
荒

手

結

、

六

日

は
真

手

結

ナ
リ
。

コ
ノ

ア

ラ

テ
ヅ

カ

ヒ

ノ

ヒ

バ
、

テ

ド

モ

ノ

コ

ノ

ヱ
ト

ネ

リ
、

ミ

ナ
水

干
袴

ニ
ク

・
リ

ア
ゲ

テ
、

カ

チ

ヲ
キ

タ

ル
ガ
、

ソ

ノ
シ

リ

ノ

ナ
ガ

キ

ヲ

・
ン

ナ

ノ
ナ

カ

ユ
ヒ
タ

ル
ヤ

ウ

ニ
、

ヒ
キ

イ
ダ

シ

テ
、

ソ
ノ

ゥ

ヱ

ニ
、

ム

カ

バ
キ

ヲ

ユ

フ
ナ
リ
。

サ

レ
バ
、

コ
ノ

ア
ラ

テ
ヅ

カ

ヒ

ヲ
ヒ

ウ
リ

ノ

日

ヲ
ト

ハ
イ

フ
。

コ
ノ

コ
ト

ド

モ
朝

ノ
大

事

ナ
リ
。

(下

略
)

難

義

注

釈

は
、

歌

学

者

が

そ

の
学

識

を

最

も

誇

示

で
き
、

他

の
学

者

を

圧

倒

で
き

る

絶

好

の
機

会

で
あ

ろ
う

。

教

長

は

、

そ

れ

を

「
ヤ

ス
キ

コ
ト

ナ

リ
」

と

簡

単

に
切

り
捨

て

て
し

ま

う

。

こ

の
箇

所

の
本

文

が
定

家

本

で

は

「
右

近

の
馬

場

の

ひ
を

り

の

日
」

と

な

っ

て

い

る

こ
と

を

め

ぐ

り

、

『
袖

中

抄

』

本

文

や

諸

注

釈

書

で

の
解

釈

か

ら

『
古

(8)
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今
集
』
本
文

の
問
題
に

一
石
を
投
じ
た
、
後
藤
祥
子
氏

の
卓
論
が
あ
り
、
注
釈

史
の
整
理
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「左

(右
)
近
の
馬
場

の
ひ
を
り

の
日
」
が
、
節
会
の

一
連
の
行
事

の
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
の
み
に
絞

っ
て
諸
注

を
検
し
て
み
る
と
、

五
月
三
日
左
近
の
荒
手
結
…
…
教
長
註

五
月
四
日
右
近
の
荒
手
結
…
…
綺
語
抄

五
月
五
日
左
近
の
真
手
結
…
…
俊
頼
説

(『
顕
昭
古
今
集
注
』
所
引
)、

奥
義
抄
、
顕
昭
注

左
近
馬
場

の
西
、
洞
院
よ
り
東

の
町
の
引
き
入
り
た
る
所
…
…
童
蒙
抄

と
な
り
、
諸
注

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
難
義
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
如
実

に
見
て
と
れ
る
。
教
長
も
、
そ
れ
ら

に
伍
し
て

一
説
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
難
義
と
し
て
の
苦
渋

に
満
ち
た
研
究
史
は

「
シ
カ
レ
ド
モ
、
ヤ

ス
キ

コ
ト
ナ
リ
」
と
簡
単
に
無
化

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、

「
朝
の
大
事
」
と
い
う
自
身

の
説
も
相
対
化
さ
れ
て
軽

い
も
の
に
な

っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
が
、
そ
の
危
険
を
顧
み
ず

の
発
言
で
あ
る
。
重
代
の
歌
学
者
で
は
な

ヨ

い
教
長
の
、
屈
折
し
た
自
己
主
張
と

い
う
評
価
も
可
能

で
は
あ
ろ
う
。

他
の
難
義
語
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
前
に
掲
げ
た
よ
う
に

「ゆ
ふ

つ
け

鳥
」
(六
三
四
)
や

「
た
ま
だ
れ
の
こ
が
あ
」

(八
七
四
)
な
ど
、
き
わ
め

て
簡

略
な
注
釈

で
す
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
古
今
伝
授

で
、
三
木
三
鳥
の
秘
事

と
な
る
次
例
に
し
て
も
、

ヲ
ガ
タ

マ
ノ
キ

(四
三

一
)

紀
友
則

力

Y
ル
キ
ノ
名

バ
ベ
ル
ナ
リ
。

カ

ハ
ナ
グ
サ

(四
四
九
)

清
原
深
養
父

力

・
ル
ナ

バ
ベ
ル
ク
サ
ノ
ア
ル
ナ
リ
。

な
ど
と
す
る
だ
け
で
、
何
の
木
草
を
さ
す
の
か
追
究
し
よ
う
と
も
し
な
い
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
に
は
、
教
長
は
、
関
心
が
な
い
、
追
究
す
る
必
要
性
も
感
じ
な

い
か
の
よ
う
な
態
度
を
装

っ
て
い
る
。
、

そ
れ
に
対
し
て
、
顕
昭
ら
は
、
用
例
を
あ
げ
傍
証
を
く
わ
え
て
詳
細
、
執
拗

に
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
教
長
の
態
度
は
、
難
義

を
難
義
と
も
扱
わ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
顕
昭
の
よ
う
に
壮
大
な
博
引
旁
証
を
展

開
す
る
よ
う
な
歌
学
的
蓄
積
を
持
た
な
か

っ
た
、
教
長

の
手
に
負
え
る
と
こ
ろ

で
は
な
か

っ
た
と
い
う
の
が
、
正
解

で
あ
ろ
う
。
前
節
ま
で
の
論
旨

の
つ
な
が

り
か
ら
い
え
ば
、
異
説
を
提
示
し
、
あ
る
い
は
有
職
語
り
に
持
ち
込
も
う
と
し

て
も
、
そ
の
用
意
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
難
義
を
軽
視
す
る

(せ
ざ
る
を
え
な
い
)
態
度
は
、
逆
に
、
積
極

的
な
意
義
も
持
ち
う
る
。
本
稿

で
は
、
こ
れ
を
積
極
的
に
評
価
し

て
み
た
い
の

で
あ
る
。
難
義
注
釈
は
、
和
歌

の
断
片
に
の
み
注
視
し
、
と
も
す
れ
ば
、

一
首

全
体
を
見
失

っ
て
し
.ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
教
長
の
よ
う
な
、
難
義

に

こ
だ
わ
ら
な
い
注
釈
態
度
は
、
和
歌

一
首
を

一
首
と
し
て
虚
心
に
読
も
う
と
い

う
態
度

に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
「
口
語
訳
的
」
と
悪
評
が
高

い
注
釈
で
あ
る
が
、

多
く
の
歌
に
適
用
し

て
み
せ
た
の
は
、
こ
の
態
度

で
あ

っ
た
。
佐
々
木
八
郎
氏

も
、
「
全
体
と
し
て
の
歌
意
を
端
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

(中
略
)

こ
の

一
首
の
歌
意
を
重
視
し
て
歌

の
通
釈
を
付
し
た
こ
と
は
、
特
筆

　
　
　

し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
教
長

の
態
度
は
、
定
家
の
次

の
よ
う
な
態
度
に
通
底
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

た
だ
こ
の
趣
を
わ
つ
か
に
思
ふ
ば
か
り
に
て
、
お
ほ
か
た
の
悪
し
良
し
、

歌
の
た
た
ず
ま
ひ
、
さ
ら
に
習
ひ
知
る
こ
と
侍
ら
ず
。
い
は
む
や
難
義
な

ど
申
す
事
は
、
家
々
に
習
ひ
所
々
に
立

つ
る
す
ぢ
お
の
お
の
侍
る
な
れ
ど
、

さ
ら
に
伝

へ
聞
く
こ
と
侍
ら
ざ
り
き
。
わ
つ
か
に
弁

へ
申
す
事
も
、
人
々

の
書
き
集
め
た
る
物

に
変
り
た
る
こ
と
な
き
の
み
こ
そ
侍
れ
ば
、
は
じ
あ

て
記
し
出
だ
す
に
及
ば
ず
。
他
家
の
人

の
説
、
些
か
変
れ
る
こ
と
侍
ら
じ
。

C9)
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『教長古今集註』の注釈史的位置

(『
近
代
秀
歌
』
)

定
家
も
、
「難
義
な
ど
申
す
事
は
、
家
々
に
習
ひ
所
々
に
立

つ
る
す
ぢ
お
の

お
の
侍
る
な
れ
ど
、
さ
ら
に
伝

へ
聞

く
こ
と
侍
ら
ざ
り
き
」
と
述
べ
、
歌
学
史

(注
釈
史
)
が
あ
ま
り
に
難
義
注
釈

に
拘
泥
し
て
き
た
こ
と
を
、
間
接
的
な
が

ら
も
強
く
批
判
し
て
い
る
。
定
家
は
、
和
歌
を
個
々
の
語

に
分
断
し
て
、
と
も

す
れ
ば
学
問
の
た
あ
の
学
問
に
陥
り
が
ち
な
和
歌
注
釈
を
否
定
.し
、
多
様
な
和

歌
表
現
の
規
範
を
求
め
、
詠
作
の
詩
想
と
表
現
の
源
泉
と
す
べ
く
、
鑑
賞
主
義

的
な
和
歌
読
解
、
和
歌
の
文
芸
性
の
究
明
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る
。教
長
が
定
家
の
よ
う
な
和
歌
の
読
解

・
鑑
賞

に
対
す
る
定
見
を
自
覚
的
に
保

持
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
難
義
軽
視
の
態
度
は
、

こ
の
よ
う
に
、

は
る
か
に
定
家
の
思
想
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
と
思
う
。
教
長
億
、

清
輔
ら
の
歌
学
者
に
対
抗
す
る
形
で
注
釈
を
進
あ
て
き
た
し
、
そ
も
そ
も
、
教

長

の
古
今
集
注
釈
は
、
『
古
今
集
』

と
い
う
歌
の
集

の
集
と
し
て
の
注
釈
と
し

て
出
発
し
た
の
で
あ

っ
た
。
教
長
は
、
無
自
覚
的

に
も
、
歌
学
的
先
入
観
を
排

し
、
虚
心
に
和
歌
を

一
首
の
和
歌
と
し
て
読
解
す
る
態
度
を
も

っ
て
、
注
釈
に

臨
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
歌
学
に
対
す
る
反
省
や
、

和
歌
史
の
自
覚
的
捉
え
直
し
、
あ
る

い
は

『古
今
集
』
規
範
意
識
の
胚
胎
な
ど
、

教
長
同
時
代

の
和
歌
表
現
を
あ
ぐ
る
批
判
的
機
運
に
乗
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
教
長
の
古
今
集
注
釈
は
、
教
長
自
身
の
意
識
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
、

間
接
的
に
で
も
、
後
の
新
古
今
的
な
和
歌
世
界
を
用
意
す
る
よ
う
な
意
義
も
有

し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
過
大
評
価
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
『
教
長
古
今
集
註
』

は
、
通
説
、
先
行
説
に
対
し
異
説
を
称
え
よ
う
と
し
た
り
、
難
義
を
無
化
し
た

り
す
る
よ
う
な
注
釈

で
は
な
い
、
主
流
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
単
純
な
、
口
語

訳
的
な
注
説
で
あ
る
。
本
稿
の
こ
こ
ま
で
の
論
旨
か
ら
の
展
開
と
し
て
は
、
教

長
注
釈
の
主
流
の
注
釈

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
、

単
純
な
注
釈
の
注
釈
方
法
は
、
い
く

つ
か
の
モ
デ
ル
に
分
け
て
分
析
し
て
ゆ
く

こ
と
が
可
能
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
続
編
と
な
る
別
稿
に
お

　　
　

い

て
論

じ

て
み

た

。

(1
)
拙
稿

「古
今
集
注
釈
史
の
始
発

ー

崇
徳
院
御
本
を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(『
文
芸
研

究
』

盥
集
、
平
10

・
3
)

(2
)
注
釈
伝
授

の
場

に
お
け
る

『
古
今
集
』
本
文

の
問
題
に

つ
い
て
は
、
浅
田
徹

「教
長

古
今
集
注

に
つ
い
て
1

伝
授
と
注
釈
書

1

」
(『
国
文
学
研
究
』
隴
集
馬
平
9

・

6
)

に
詳
細
な
言
及
が
あ
る
。

な
お
、

こ
れ
は
、
教
長

の
注
釈
伝
授

の
場

の
問
題

に

つ
い
て
の
優
れ
た
論
で
あ
り
、
本
稿
も
裨
益
さ
れ
る
と

こ
ろ
が
多
か

っ
た
。

(3
)
教
長
の
伝
記
的
事
跡
に

つ
い
て
は
、
岩
橋
小
弥
太

「藤
原
教
長
」
(
『国
語
と
国
文
学
』

昭
28

・
12
)、
多
賀
宗
隼

「参
議
藤
原
教
長
伝
」

(『
史
学
雑
誌
』
昭
14

・
4
)
、
高
崎

由
理

「藤
原
教
長
年
譜
」
(『立
教
大
学
日
本
文
学
』
56
口气

昭
61

・
7
)
な
ど
に
拠

っ

て
い
る
。

(
4
)
太
田
晶
二
郎

「
「桑
華
書
誌
」
所
載

「古
蹟
歌
書
目
録
」
i

「今
鏡
」
著
者
問
題

の

一
徴
証
な
ど

ー

」

(
『
日
本
学
士
院
紀
要
』
12
巻
3
号
、
昭
29

・
11
)

に
拠

る
。

ま
た
、

『拾
遺
古
今
』

に

つ
い
て
は
、
小
沢
正
夫

「
拾
遺
古
今
に

つ
い
て
の
憶
説
」

(『
和
歌
文
学
研
究
』

30
号
、
昭
48

・
12
、
『
平
安
の
和
歌
と
歌
学
』
昭
54

1
12
所
収
)

参
照
。

(
5
)
小
川
豊
生

「
『
俊
頼
髄
脳
』

の
歌
語
と
説
話

1

〈
異
名
〉
か
ら
の
接
近

1

」

(『
日
本
文
学
』
昭
61

・
10
)
、
同

「
〈本
文
〉
と

〈今
案
>
1

院
政
期
歌
学
の
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
ー

」
(『
古
典
研
究
』
1
号
、
平
4

・
12
)

(
6
)
浅
田
徹

「
教
長
古
今
集
注
と
始
発
期
古
今
伝
授
の
諸
問
題
」

(『
和
歌
文
学
研
究
』

77

景

平
10

・
12
)

(7
)
萩
谷
朴

『平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
八
巻

(昭
和
40

・
4
)
所
収
、
「
三
井
寺
山
家
歌
合
」

(教
長
判
)

の

「
史
的
評
価
」
の
項
。

へ

(8
)
後
藤
祥
子

・「
「
左
近

の
馬
場

の
ひ
を
り
の
日
」
1

高
松
宮
本
袖
中
抄
の
本
文

I
I
」

(『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
文
学
部
、
34
口『

昭
60

・
3
)

(9
)
佐
々
木
八
郎

「
註
釈
に
お
け
る
学
の
発
展
」
(『中
世
文
学
の
構
想
』
昭
56

・
10
)

(
10
)
拙
稿

「
『教
長
古
今
集
註
』
注
釈

の
方
法
」
(『
文
芸
論
叢
』
36
号
、
平
12

・
3
)

Clo)
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本
文
は
、
『教
長
古
今
集
註
』
は
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本

(四
-
二
三
/
貴
/

コ
ー
)、

『
顕
昭
古
今
集
注
』
は
内
閣
文
庫
蔵
本

(
二
〇
〇
1

一
三
)
の
、

そ
れ
ぞ
れ
紙
焼
写
真
本
に
よ
り
、

私
に
清
濁
を
分
か
ち
句
読
点
を
付
し
た
。
『
奥
義
抄
』
は

「
日
本
歌
学
大
系
」
第

一
巻
所
収
本

(志
香
須
賀
文
庫
蔵
本
)
、
『
諸
雑
記
』

は
、
濱

口
博
章

『中
世
和
歌

の
研
究

i

資
料
と
考
証

1

』

(平
2

・
3
)
所
収
翻
刻
、
そ
の
他
の
資
料
は
、
「
日
本
歌
学
大
系
」
な
ど
通
行

の
活
字

本

に
よ

っ
た
。

(11)
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